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平成２２年第２回羽村市議会（定例会） 一般質問通告項目一覧表 

 
発言順 議席番号 議 員 氏 名 質  問  項  目 質 問 日

 

1 人目 

 

9 番 

 

濱 中 俊 男 

（35 分） 

 

 

１．広域行政について 

(1)広域利用推進について 

①西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館の広

域利用の実績と今後の取り組みは。 

②西多摩地域における公立病院の連携の今後

は。 

③公共施設の広域利用の推進の予定は。 

(2)羽村市と隣接市町との行政界について 

①小作台地区の行政界の変更について、青梅市

と協議を再開する考えは。 

(3)ごみ問題について 

 ①ごみ処理業務の共同化について、当市より西

多摩衛生組合構成他市町に提案を行ったか。 

 

 

3 月 2 日

 

2 人目 

 

2 番 

 

大 塚 あかね 

（60 分） 

 

１．学童クラブの充実について 

(1)次世代育成支援行動計画（後期行動計画）には

閉所時刻の延長が計画づけられているが、今後、

どのように進めていくのか。 

(2)国の方針と、新たに学童クラブを設置する場合

との費用対効果について伺う。 

２．小中一貫教育について  

(1)「小中一貫教育校」から「小中一貫教育」に変

化したのは何故か。 

(2)東京都教育委員会が示した施策についてどの

ように対処するのか。 

①土曜日における授業の実施について 

②小１問題・中１ギャップの予防・解決のため

の教員加配について 

(3)朝日新聞に報道された「教員アンケート」の結

果に対する分析と保護者・地域の人に対する対応

について 

(4)小中一貫教育基本計画について 

①保護者・市民への説明会の開催予定について 

②算数・数学、英語の「相互乗り入れ授業」で、

小中一貫教育の狙いが果たせるのか。各学校区

に対しては、教育委員会としてどのような指針

をもって進めていくのか。 

③小・中学校間の交流、小学校間の交流をどの

ように図っていくのか。 

④一中学区、二中学区の平成 24 年度実施は拙速

ではないか。 

⑤第 1学年（年間 10 時間）からの英語教育は効

果があるのか。また、外国人講師（ＡＬＴ）は

横田基地の協力を得なくてはならないのか。 

(5)教職員の問題について 

①教職員の異動についてどのように考えている

のか、また、対応していくのか。 

 

 

3 月 2 日
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②小中一貫教育についての理解を今後、どのよ

うに図っていくのか。 

③職務の効率化のための環境整備をどのように

図っていくのか。 

(6)教育委員会の支援体制について 

①各中学校区で作成される「実施計画」にどの

ように関わるのか。 

②予算の確保についての見解は。 

③教育委員会担当職員の異動に対して、どのよ

うに対応していくのか。 

④東京都教育委員会への教職員の異動、確保な

ど、働きかけはどのように行われているのか。 

 

3 人目 

 

6 番 

 

小 宮 國 暉 

（60 分） 

 

１．市立保育園の民営化に向けて 

(1)市立保育園の民営化に向けて、市のこれまでの

取り組み経緯は。 

(2)実施するに当たっては、民営化の手法、事業者

の選定、保護者への説明会などが必要と思うが、

市はどのような企画を考えているか。 

(3)財政面での削減効果は具体的にどの程度と試

算されているか。 

(4)民営化に向けての課題としてはどの様なこと

があげられているか。 

(5)０～２歳児の待機児童が特に増加傾向にある

ことから、低年齢児に特化する保育園にすべきと

いう意見が出されていると聞いているが、市の考

えは。 

(6)待機児童の解消に向け、幼稚園と保育所の機能

をひとつにする「幼保一元化」が考えられている

が、民営化とともに検討はしているのか。 

２．生活安定に向けての支援対策を 

(1)「生活安定化総合対策事業」を開始してから、

1年半が経過しようとしている。以下について伺

う。 

 ①事業開始後の相談件数、近隣市町と比較した

場合の相談内容の傾向、東京都が指定する職業

訓練などの利用状況は。 

 ②生活サポート特別貸付の利用件数は。 

 ③高校や大学進学などの際、有利な条件で受け

られる貸付や教育委員会との連携はどのように

図っているか。 

 ④この事業の課題としてはどのようなことがあ

げられるか。 

(2)「住宅手当緊急特別措置事業」を開始して５カ

月が経過した。利用実態や傾向、見えてきた課題

は何か。 

(3)介護や看護の現場は人材不足といわれて久し

い。その一方では、解雇された多くの人が就職で

きない現実もある。このような雇用のミスマッチ

に対し、どのように認識しているか。 

(4)昨年末のハローワークにおける「ワンストッ

プ・サービス・デイ」の試行実施がマスコミで報
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道された。年末年始の生活総合相談などは、問題

も大きく報道されているが、市はどのように考え

ているか。 

３．小中学校の２学期制について 

(1)導入当初に見込んだ効果は具体的に顕在化し

たか。 

(2)学校、保護者、児童生徒の声にはどのようなも

のがあるか。またどのように応えているか。 

(3)２学期制の本年度検証結果は。 

(4)学期末の通信簿などを、学校・保護者・子ども、

三者間の重要なコミュニケーションのひとつと

捉え、２学期制ではその機会が減るという意見が

多くある。また日本の季節や行事、文化なども踏

まえた上で、今後、２学期制についてどのように

考えていくのか。 

 

 

4 人目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石 居 尚 郎 

（60 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．安心安全のまちづくり―自助・共助・公助の

強化を― 

(1)市民生活安全パトロールをどう総括している

か。 

(2)駅前にパトロールセンターを望む声がある。羽

村駅と小作駅、両駅への設置が望ましいと考え

るが、設置場所、組織体制、発足時期について

聞く。 

(3)災害に負けない羽村市として、業務継続計画

（ＢＣＰ）の策定・運用をどう実行していくの

か。 

(4)全国瞬時警報システム実施に向けて市の具体

的取り組みについて聞く。 

(5)地域防災計画を実効性のあるものとするため、

地域防災計画行動マニュアルをどう活用してい

るか。 

(6)中学生防災ボランティア育成についての市と

教育委員会の考えは。 

(7)避難所となる学校へ災害用備蓄倉庫の早期導

入を検討すべきでは。 

(8)町内会の加入率が減少する中、自主防災組織の

抱えている課題をどう認識しているか。 

(9)中学校区単位あるいは小学校区単位での住民

自治組織を立ち上げている自治体があるが、羽村

市の考えは。 

(10)安心安全のまちづくりにおける、「市民活動・

ボランティアセンターはむら」の今後の使命と役

割をどのように考えるか。 

２．安心して老後を暮らせる社会へ―介護保険制

度について― 

(1)特別養護老人ホーム等、介護施設の待機者の実

数掌握は。また、その解消策としての実効性ある

実施計画はあるか。 

(2)「介護保険申請から認定まで時間がかかる」と

の声を聞いている。羽村市では、調査・認定まで

に要する時間はどのくらいか。また、時間短縮の
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ための手立てをどのように考えているか。 

(3)小規模多機能型施設等の整備が求められてい

るが、現状と課題、市の取り組みを聞く。 

(4)在宅介護の環境整備として、介護者の身体的・

精神的負担の軽減の意味で、ショートステイのベ

ッド数確保が求められている。現状と展望を聞

く。 
 

 

5 人目 

 

1 番 

 

鈴 木 拓 也 

（60 分） 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 2 日

 

 

 

 

 

 

 

 

１．小中一貫教育について 

(1)小中一貫教育基本計画の決定について 

①保護者、市民の理解が十分に得られた上での

決定だったと認識しているか。 

②教員の理解が十分に得られた上での決定だっ

たと認識しているか。 

③説明会、パブリックコメントの内容について、

教育委員にどのような説明がなされ、どのよう

な議論が交わされたのか。それらが非公開の場

でなされたのは何故か。 

④素案から変更された諸点の変更理由は何か。 

(2)中学校ごとの実施計画について 

 ①実施計画作成委員会のメンバーはどのように

なるか。 

 ②実施計画作成の段取り、スケジュールはどの

ようになるか。 

 ③現場職員、保護者、市民の意見を実施計画に

きちんと反映させることが大切だと考える。ど

のようにそれを図るのか。 

２．２学期制について見直しを 

(1)２学期制の検証作業はどうなっているのか。各

学校からあげられた報告の中で、メリット、デメ

リットは明らかになっているか。 

(2)「前期・後期の間に夏休みがはさまれることに

より、テスト前学習が十分に保障されない。メリ

ハリがつきにくい」という指摘に対して、十分な

対応が取られていると考えているか。 

(3)「部活動で、３学期制の他自治体の学校との試

合などの際に無理が生じている」という指摘に対

して、十分な対応が取られていると考えている

か。 

(4)教員、保護者を含めた「検証委員会」を設置し、

３学期制に戻すことも含めて検討をおこなうべ

きと考えるがどうか。 

３．小中学校での保護者負担軽減を 

(1)小中学校での保護者負担金はどのような状況

になっているか。保護者の負担軽減策を強化すべ

きと考えるがどうか。 

(2)就学援助を受けている家庭では、その金額は十

分足りていると考えているか。援助額の増額と、

対象家庭の枠を広げることが必要と考えるがど

うか。 

(3)通級指導学級への登下校において、タクシー利

用助成制度を設けるべきと考えるがどうか。 
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6 人目 

 

4 番 

 

橋 本 弘 山 

（60 分） 

 

１．民生委員・児童委員（社会福祉委員）の状況

について 

(1)民生委員・児童委員の状況について 

①定員は厚生労働大臣の定める基準とあるが、

この基準はどのようなものであるか。 

②羽村市内の定員は何名か。 

③各町内会の区域ごとの定員配分であるのか。 

④現在、その定員は欠員なく充分に満たされて

いるのか。 

⑤現在の活動年数別（期別）の状況は。 

⑥平均年齢は何歳なのか。 

⑦最高年齢の方は何歳なのか。 

⑧仕事を持ちながら活動している人の数は 

(2)民生委員・児童委員の手当について 

①東京都の活動費の月額は。 

②東京都の活動費の月額はどのようなものが想

定されているのか。 

③改定の予定はないか。 

④市独自の社会福祉委員報酬の月額は。 

⑤社会福祉委員報酬の増額の考えは。 

(3)民生委員・児童委員の活動について 

①一人一人の人権とプライバシーの尊重と秘密

保持を要する活動を主とするが、その研修、基

本姿勢の徹底をどう図っていくのか。 

②１年間に何回の研修があるのか。その内容、

参加人数は。 

③「ふれあい」資料による平成 16 年度から 18

年度までの主任児童委員の連絡調整が多い理由

は何か。 

④平成 19 年度の１人当たりの年間活動日数 

は。 

⑤そのうち高齢者実態調査数は。 

⑥そのうち訪問、連絡数は。 

⑦平成 20 年度の１人当たりの年間活動日数は。 

⑧そのうち高齢者実態調査数は。 

⑨そのうち訪問、連絡数は。 

⑩個人情報の関連で活動がしにくい点、そのほ

か問題点はあるか。 

⑪青梅線以東と以西では、相談内容に特色はあ

るか。 

(4)民生委員・児童委員の選任について 

①その選任方法は。 

②全国的に欠員が生じている中で改選期の対応

は。 

(5)民生委員・児童委員の多忙感の軽減について 

①友愛訪問員の人数と役割、報酬は。 

②民生・児童委員協力員の人数と役割、報酬は。 

(6)今後、民生委員・児童委員制度を充実、存続さ

せていくために、どのようなことが求められる

か。 

 

 

 

3 月 3 日
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２ 安心、安全の取り組みについて 

(1)全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）導入

について 

①いつから導入されるのか。 

②市民への周知方法は。 

③試験放送は可能か。 

④このシステムをどう活用していくのか。 

⑤システム導入後の毎年のコストは。 

(2)住宅用火災警報器の設置状況について 

①期限が迫っているが現在の設置状況は。 

②全戸設置に向けての最後の取り組みは。 

(3)公共施設の耐震化の進捗状況は。 

①羽村市における公共施設の耐震化の状況は。 

②未耐震化の物件はどのくらい残っているの 

か。 

③消防団車庫の耐震化を優先すべきと考えるが

いかがか。 

 

 

7 人目 

 

18 番 

 

中 原 雅 之 

（60 分） 

 

１．米軍横田基地について 

(1)横田基地で行われている航空自衛隊航空総隊

司令部の移駐に伴う工事の進捗状況と、移駐が完

了した場合の基地周辺の自治体、住民への影響

は。 

(2)横田基地での各種訓練について、この１年で実

際行われた訓練の状況はどうか。 

(3)米軍横田基地や関連施設での、ジェット燃料や

有害物質の流出事故について、周辺自治体への情

報提供はされているか。 

(4)昨年８月、武蔵村山市内で、バイクで通りかか

った同市の女性会社員が、道路をふさぐように張

られたロープに引っ掛かり、転倒、頭蓋骨陥没の

重症を負う事件が発生し、警視庁は、米軍横田基

地所属の米兵の子ども４人を殺人未遂容疑で逮捕

したとの報道があったが、この事件について、そ

の後の情報提供はされているか。 

(5)羽村市における在日米軍関係の居住者数はど

うなっているか。基地内の羽村市域に、住宅は何

戸あり、空き家の状況はどうか。 

(6)双葉町３丁目に近年出現した、いわゆる「アメ

リカ村」について 

(7)市として市民とともに基地の返還に取り組む

べきと思うが、市長の考えはどうか。 

２．羽村駅西口土地区画整理事業について 

(1)羽村駅西口土地区画整理事業にこれまでかか

った経費はどうなっているか。 

(2)この事業がこのまま進められた場合、事業計画

の 355 億を大きく上回ると予想されるがどう

か。 

(3)羽ヶ上区画整理で清算金はどうなっていたか。 

(4)羽村駅西口区画整理において、清算金の見通し

はどうか。 
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①清算金の総額、平均額などの見通しは。 

 ②清算金については、事業完了時でなく、計画

段階で住民に示すべきではないか。 

③市が最も多く清算金を受け取ると思われる

が、市の対応はどうか。 

(5)羽村市は「百年に一度と言われる経済危機の影

響が市財政を直撃し、大変厳しい状況」としてい

る。日本共産党は西口区画整理は一時中止し、住

民参加で、必要最小限の整備計画を考えるべき」

と主張してきた。 

羽村市としては、「市財政が大変厳しい状況」

という現状で、西口区画整理事業について、ど

のような方向で進めていくと考えているのか。 

 

 

8 人目 

 

 

 

 

3 番 

 

 

 

 

西 川 美佐保 

（60 分） 

 

 

 

 

 

１．「公立保育園」の民営化について 

(1)民営化のメリットとデメリットはどのように

考えているのか伺う。 

(2)今後、公立保育園を民営化することについての

市の考えを伺う。 

(3)保育園の民営化にあたり質の確保だけでなく、

さらなるサービスの向上をどのように図るのか

伺う。 

(4)民営化した場合、保育料は変わるのか伺う。 

(5)民営化した場合、子ども達の保育環境の変化に

どのように対応していくのか。 

(6)保護者の方への十分な理解を得るために、どの

ように進めていくのか。 

(7)市の職員の方の処遇はどうなるのか伺う。 

２.「子育て支援」について 

(1)羽村市次世代育成支援行動計画（後期行動計

画）について 

①保育施設を大規模改修する際、環境負荷が少

なくエネルギー効率の高い施設の設置や、園庭の

芝生化等をどのように推進するのか。また、改修

した場合、定員増は何人位見込めるのか。 

②今後、「放課後子ども教室」や「校庭の芝生化」

等の実現には、小学校区の地域コミュニティが重

要であると思うが、それをどのように図るのか伺

う。 

③学童クラブの時間延長について、東京都は公設

民営化に対し予算措置しているが、羽村市でも民

営化して時間延長を実現してはどうか伺う。 

④交流が図れるよう連続性の父親向け育児講座

や、祖父母を対象とした孫育てセミナー等を開催

し、子育て環境の充実をさらに図ってはどうか伺

う。 

⑤育児や介護など、それぞれの事情に応じながら

ワークライフバランスを実現する働き方として

期待されている「テレワーク」を、雇用の創出と

して、市内企業や子育て世代に推進していく考え

はないか伺う。 
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⑥東京都の「赤ちゃん・ふらっと」事業を市内

の公共施設や民間施設へ拡充し、整った段階で

「赤ちゃんマップ」を作成してはどうか。 

３. 市民の健康支援について 

(1)がん検診について 

①市のがん検診の最新の受診率は、その前年と

比較してどのような変化があり、今後、課題に

どのように取り組むのか伺う。 

②女性のがん無料クーポン券事業は、５年間実

施することで一回りとなるが、今後継続する事

業となるのか、市の方向性を伺う。 

③子宮頸がんのワクチンは中学生の接種が最

も効果的と言われているが、一部公費負担をし

てはどうか。また普及啓発活動として、学校で

「女性のがん」についての授業を取り入れては

どうか伺う。 

(2)都立多摩総合医療センターと小児総合医療セ

ンター設置について 

①新病院のオープンにより、多摩地域の市民に

どのような影響があるのか伺う。 

②「子ども救命センター（仮称）」の設置によ

り、多摩地域における二次医療から三次医療病

院までの施設間連携は、今後、どのように図ら

れるのか伺う。 

 

 

9 人目 14 番 露 木 諒 一 

(60 分) 

１．今後のまちづくりと経済対策について 
(1)未曾有の経済危機の中、平成 22・23 年度も市

税の大幅な歳入不足が予測される。今後の羽村市

のまちづくり、経済対策について、市長の決意を

伺う。 

(2)東京都の｢10 年後の東京｣への実行プログラム

｢ユニバーサルデザインのまちづくり｣で、西多摩

地域で唯一｢小作駅・羽村駅周辺｣が選ばれている。

その取り組みについて伺う。 

(3)関東経済産業局では｢コミュニティビジネス｣

の創出、推進に取り組んでいる。商店街・行政・

市民参加による商業活性化を図るべきと考えるが

どうか。 

(4)中小企業の｢小口零細企業事業資金融資｣｢中小

企業振興資金融資｣等、産業力強化のため一層の融

資制度の拡充を。 

(5)企業の固定資産税、償却資産税の減免処置や企

業誘致のためのさらなる支援を。 

(6)観光振興策のさらなる推進をするために、ホー

ムページの充実を。 

(7)｢ふるさと雇用再生特別事業｣｢緊急雇用制度事

業｣により、雇用の一層の強化を。 

(8)第 2 弾｢緊急就職フェア｣の開催を、特に、若者

の雇用就業支援と、中高年正規雇用離職者早期再

就職支援の拡充を。 

(9)第２弾、「羽村にぎわい商品券」発行の状況は。 
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２．事務事業評価に外部評価の導入を 

(1)事業仕分けの実施にあたっては、行政評価、Ｐ

ＤＣＡサイクルの導入など、これまで実施してき

た経営手法を背景に、「羽村らしい方法」を検討

していくと私の質問に答弁しているが、｢羽村ら

しい方法｣とは何か。 

(2)18 年 3 月、19 年 6 月、20 年 3 月、21 年 3 月も

定例会で｢事業仕分け｣｢協働化テスト｣「市場化テ

スト｣等、外部の視点を入れての、「事務事業の仕

分け」をする提案をしてきたが、今こそ、徹底し

た行政改革を行うために、外部評価を取り入れる

べきと考えるがどうか。 

３、｢小 1 問題｣｢中１ギャップ｣のための教員加配

について 

(1)新小学 1 年生が授業中に教室内を動き回って

授業にならない｢小 1問題｣や、小学校から中学校

に進学した際、変化になじめず、いじめや不登校

につながる｢中 1 ギャップ｣が都の教育委員会の

調査によると４校に１校の割合で見られる。羽村

市の状況はどうか。 

(2)平成 22 年度から、｢小 1 問題｣｢中１ギャップ｣

の対策として、東京都は小１と中１のクラスに教

員を配置することを決めたが、加配にあたって

は、学校の実情にあった学級編成をすべきと考え

るがどうか。 

(3)「小１問題」の対応として、乳幼児から就学期

までの対策を図るべきと考えるがどうか。 

 

 

10 人目 

 

 16 番 

 

市 川 英 子 

（60 分） 

 

１．学校環境の整備と充実を最優先で実施せよ 

(1)和式のトイレを洋式に改善すべきと思うが市の

考えを伺う。 

(2)机と椅子を新 JIS 規格のものと入れ替えをすべ

きと思うが市の考えを伺う。  

(3)各学校の空調設備で耐用年数の過ぎている機器

については、取り替え工事を行うべきと思うが市

の考えを伺う。 

(4)放送設備の総点検を行い、不備な設備について

は改善をすべきと思うが市の考えを伺う。 

２．子宮頸がんワクチン・肺炎球菌ワクチン・ヒ

ブワクチンへの公費助成を実施せよ 

(1)子宮頸がんワクチンへの公費助成制度を市は実

施する考えはないか伺う。 

(2)肺炎球菌ワクチンへの公費助成制度を市は実施

する考えはないか伺う。 

(3)ヒブワクチンへの公費助成制度を市は実施する

考えはないか伺う。  

(4)市として積極的に広報活動を行い、市民の各種

ワクチンへの理解を深めるようにする気はない

か伺う。 

 

 

 

3 月 3 日
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11 人目 12 番 中 根 康 雄 

（60 分） 

１．地区計画について 

(1)地区計画区域内の諸手続きの流れは。 

(2)西口区画整理地区内に制定する具体的な考え

方と内容は。 

２．成年後見制度について 

(1)羽村市における成年後見制度理解のための広

報活動は如何に。 

(2)制度をどう認識しているか。また、身元引受人

との相違は。 

(3)法定後見の申し立て人に、一定の場合には区市

町村長もできるが、今まで申し立てをしたことが

あるか。 

(4)資力の弱い人への利用料や報酬の支援はどう

しているか。 

３．西口区画整理の事業計画について 

(1)事業資金計画について 

 ①事業資金計画 355 億円に含まれない別事業は

何で、幾ら見込んでいるか。 

 ②計画移設費で撤去・現状復帰・新設管埋設ま

でできるのか。 

 ③移転戸数 968 棟と計画されているが、現時点

での増減は如何に。また現計画での増減の見込

みは。 

(2)事業施行期間について 

 ①平成 15 年 4 月 16 日から平成 34 年 3 月 31 日

までと明記されているが、遵守できるか。 

(3)事業計画の説明と見直しについて 

 ①高齢者を中心に未だに事業と負担について納

得されていない人が多い。理解と納得が得られ

るまで個別に説明する考えはないか。 

 ②整備すべき所と修復で良い所の仕分けをする

考えはないか。 

(4)見直し(案)では適正かつ合理的な土地利用は

図られているか。 

 

3 月 3 日

 

12 人目 

 

17 番 

 

川 崎 明 夫 

（45 分） 

 

１．少子化対策について 

(1)後期の計画案の中に、保育事業の充実とある

が、低年齢児の受け入れ枠の拡大や、待機児の解

消は長年の懸案であり、昨今の経済不況の影響か

ら共働き家庭が増加する中で、どのような対策を

考えているのか。 

(2)民間保育所施設整備の支援と有るが具体的な

中身について 

(3)市立保育園の民営化の推進とあるが、どのよう

な手順で進めるのか。 

(4)22 年度予算に施設整備費補助金が 4 億円余あ

るが、その内容について 

(5)学童クラブの充実で、受け入れ枠の拡大とある

が、本年度の入所申請数は前年度と比較してどう

か。また、待機児童の発生状況とその対応は。 

(6)22 年度予算に栄第二学童クラブ設置工事の予

算が計上されているが、計画の中身は。 

 

3 月 4 日
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(7)保育園が午後 7時まで行い、学童クラブが午後

6 時となっているケースがあり、4 月 1 日を境に

受け入れ時間が異なることが「小１の壁」と言わ

れている。都の少子化対策の方向と 26 市の状況

は。 

(8)学校の空き教室を利用して、小学校 6年生まで

を対象とする「放課後子ども教室」が各市で実施

されているが、26 市の状況と、後期行動計画で

実施するとしている内容について 

２．青梅線以西地区の整備について 

(1)旧青梅街道の整備（電柱を減らし歩行者の安全

を図る等）について 

(2)鳩胸坂、間坂街道、田ノ上街道などの拡幅、及

び歩道の整備について 

(3)4 メートルに満たない「建築基準法第 42 条 2

項道路」の現状について 

西口区画整理区域内では狭隘道路は解消され

るが、未実施区域ではどの程度残るのか。 

(4)「建築基準法第 43 条但し書き」について、関

係する道路は市内にどのくらいあるのか。 

(5)市道路線の認定、廃止等に関する取扱規定と

43 条但し書きとの整合性について。 

 

 

 

13 人目 

 

15 番 

 

門 間 淑 子 

（60 分） 

 

１．経済危機の今こそ、羽村駅西口区画整理事業

の中止を 

(1)現在まで取得した土地の面積と総費用はどれ

ほどか。 

(2)今後の土地取得の予定を伺う。 

(3)まちなみ 31 号には、換地設計案（第 2 次案）

発表までの予定が示されているが、発表の時期は

いつか。 

(4)事業予算・事業期間の変更はあるか。 

(5)355 億円に含まれない区域内事業はあるか、そ

の予算額はいくらか。 

(6)「事業へ協力しない旨の通告書」は 6回に渡っ

て出されたとのことだが、それぞれ、どのように

対応してきたか。 

(7)23 年度から市費負担額が急増する。区画整理

の借金が増えていくと予想するが、23 年度以降

の市債残高は、22 年度に比べ増加していくか、

減少していくか。 

２．一人一人に目が届く教育環境の充実を 

(1)都教育委員会は小１問題・中１ギャップの予

防・解決のための教員加配を決定した。少人数学

級制の実施を進めるべきではないか。 

(2)中１ギャップの解消を第１にあげて小中一貫

教育が実施されようとしている。一方、学区変更

により、羽村三中は３学級に減少する。30 人学

級を実施し、教育効果を検証してはどうか。 

(3)学区変更により羽村二中は生徒数が増加する

が、教室は不足しないか。 

 

3 月 4 日
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14 人目 10 番 瀧 島 愛 夫 

（40 分） 

１．給食費未納解消に向けての法的措置について 

(1)法的措置について 

 ①法的措置を実施するに当たって、基準はある

か。 

②今回の対象世帯は何世帯か。 

③羽村市の21年度2月末現在の未納世帯数は何

世帯か。 

④該当世帯の中に、就学援助世帯と思われる世

帯はあるか。 

 

3 月 4 日

 

15 人目 

 

7 番 

 

馳 平 耕 三 

(60 分) 

 

１．格差社会の是正を急げ 

(1)2000 年と比較して就学援助を受けている保護

者は何％増えたか。また、現在の就学援助率は公

立に通う児童・生徒の何％か。また市の就学援助

に対する支出は 2000 年と比較してどの程度増え

たか。 

(2)2000 年と比較して、生活保護世帯は何％増え

たか。また、2000 年と比較して生活保護に対す

る市の支出はどの程度増えたか 

(3)ここ数年で、格差が拡大した理由は何だと市は

考えているか。 

(4)就学援助の基準を見直す考えはないか。 

(5)羽村市職員の年次有給休暇の消化率は何％か。

また、この率を高めて新たな雇用を生み出す考え

はないか。 

(6)「うつ病」対策として、メンタルケアプラン等

を策定し積極的に命を守る体制を構築する考え

はないか。 

２．市民税法人分への依存度が高い羽村市の財政

をどう立て直すか 

(1)羽村市の事業所の減少率が高い理由を何だと

考えているか。 

(2)財政調整基金のあり方や目標額も長期総合計

画の中で明示すべきではないか。 

(3)東京都が進める事業所に二酸化炭素の削減義

務と排出量取引制度を課す仕組みで影響を受け

る企業が羽村市にはあると考えるが、どの程度の

影響を企業が受けると試算しているか。また、こ

れに対してどのような対策を考えているか。 

(4)羽村市は市民税法人分への依存度が高くなっ

ているが、法人分にあまり依存しない財政構造に

変えていく考えはあるか。 

３．地域主権の時代に相応しい教育改革を 

(1)学校評価と学校広報に対して、どのような新し

い取り組みを考えているか。また、より積極的

に学校評価に外部評価を取り入れる考えはない

か。 

(2)土曜日の授業のあり方、小中一貫教育への移

行、新学習指導要領に伴う教科書の選定などを

学校の裁量に委ねる形に変えていく考えはない

か。 

 

3 月 4 日
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(3)コミュニティスクールを進めるとして場合、弊

害となるものは何か。 

 

 

16 人目 

 

11 番 

 

水 野 義 裕 

 (60 分) 

 

１．組織を簡素化すべきではないか 

(1)組織のフラット化について。 

 ①19 年度の実施計画で 20 年度検討、21 年度反

映となっていたのが、今回の計画では 22 年度ま

で検討となっているが、遅れたのはなぜか。 

 ②これまでどんな項目について検討し、どこま

で進んでいるか。 

 ③給与体系は 7 段階にもなっているが、簡素化

すべきではないか。 

 ④段階的に見直していくとあるが、どんな段階

を考えているのか。 

(2)部長の数が多いのではないか。 

26市のうち人口20万に満たない市について以

下質問する。 

①部の数は、平均いくつか。また、多い市はど

こでいくつか。少ない市はどこでいくつか。羽

村市はそのうち多い方から何番目か。 

 ②部長の数についてはどうか。 

 ③部長１人あたりの人口についてはどうか。 

 ④部長１人あたりの職員数についてはどうか。 

 ⑤羽村市の平成 11 年以降の部や部長の数はど

う変わってきているか。 

⑥羽村市は人口に比して部や部長の数が多いの

ではないか。 

(3)定員管理適正化計画について 

 ①臨時職員の適正化についても計画すべきでは

ないか。 

②自治体の自主性が求められるようになってき

ている今、臨時職員などの処遇について、国の

基準に拠らない独自の対応も考えるべきではな

いか。 

 ③適正化とは削減だけなのか。他にも専門家の

採用や活用なども考慮すべきではないか。 

２．２学期制の評価と小中一貫教育などについて 

(1)２学期制の評価について 

①教育委員会は評価作業をする表明をしたが、

評価は行ったか。また、その結果はどうか、市

民にはどのように説明するか。 

 ②導入後、3 学期に戻した自治体、学校は全国

でどれだけあり、戻した原因がどこにあるか把

握しているか。 

③２学期制が目指した学習時間の確保という意

味で、最近土曜の授業を認める東京都教育委員

会の方針について、市はどう考え、対応するか。 

(2)小中一貫教育について 

①羽村三中が先行し、1年後に一･二中がスター

トする計画になっているが、２学期制の先例を

見ても、先行結果の評価ができ問題点解決の見

 

3 月 4 日
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通しを持ち、それに基づいて本格スタートでき

るよう、2 年後に拡大することが適切と考える

がどうか。 

 ②教員の補充は多くないようだが、それで期待

する成果を達成できるか。 

③中１ギャップの解消が主目的と理解している

が、三中学区では武蔵野小卒業生のみとなり、

中１ギャップ発生の大きな要因は少ないと考え

るがどうか。 

 ④細部は中学校区ごとで詰めるということだ

が、現場にその余裕があると思うか。 

 ⑤名目だけの一貫教育にならないよう、教育委

員会として管理だけではなく支援が必要と考え

るがどうか。（現場の先生方が納得して取り組め

るようにしないと、子どもたちへの影響は大き

い） 

⑥小学校１年生に副担任をつけるということだ

が、先生が増えるのか。また、武蔵野小以外に

も早急につけるべきと考えるがどうか。 

(3)学校の清掃用具について 

学校の清掃用具、特に体育館の掃除用具は劣化

が激しい。このまま放置するのは子どもの情操教

育や一般開放利用者のモラルの面で問題がある

と思うがどうか。 

 

 

17 人目 

 

5 番 

 

山 崎 陽 一 

(60 分) 

 

１.区画整理撤回要求 第 12 弾 

(1)ムダな区画整理を検証する。 

①事業目的に掲げる「美しく・快適で・住みよ

い・活力に満ちたまち」の、言葉の定義と、こ

の事業でどのように達成されるのかを具体的に

問う。 

②設計方針の「都市施設と自然が調和した市街

地」とはどんな状態を指すのか。 

③区域内人口は現在何人か。事業計画では人口

800 人増加を見込んで、4200 人の市街地を計画

しているが可能と考えているか、またその手段

は。 

④財政危機の折、事業費市費負担 242 億円を、

これから 13 年でどのように生み出して行くの

か、資金計画を問う。  

⑤事業費 355 億円のうち、約 230 億円が 968 戸

の再築、移転の補償費だ。住める家屋を壊す無

駄は止め、現道を活かしたまちづくりで経費を

節減する考えはないか。 

２．区画整理審議会の権利者無視を許すな 

(1)強引な区画整理審議会の進め方を問う。 

①判りやすい資料を提供するという約束が果た

されないまま、審議が進んでしまうと審議会委

員が訴えていると聞く。施行者の認識を問う。 

②公開すべき審議会を、非公開にした。市の見

解を問う。「事業に当たり地権者に充分な説明を

 

3 月 4 日 
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するように」との都計審の付帯意見に反してい

ないか。 

③非公開の決議にあたり、審議会を総理すべき

会長が職責を果たしていないように思う。任命

者としてどう思うか。 

④審議会開催前に前回までの審議会議事録が用

意されていない。確認できないと責任ある審議

が出来ないと思うが、施行者の考えを聞く。 

⑤区画整理審議会の情報や議事内容が権利者に

適切に知らされていない。改善を約束したはず

だが、認識を問う。 

(2)審議委員への資料提供について問う。 

①審議会委員が換地設計見直し方針案の資料を

求めたが、市政情報開示請求でしか得られなか

ったと聞く。必要な資料は提供するのではない

か。 

②審議会委員が閲覧用議事録を必要としたが、

提供されなかったと聞く。理由は何か。 

③電子媒体での資料提供は出来ないと断られた

と聞く。理由は何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


